
(57)【要約】

【課題】音響機器の動力切換え装置の構成を簡素化し、

かつ動力の切換えを直ちに行えるようにする。

【解決手段】第一ギヤ8と第二のギヤ14との間に位置す

る主動ギヤ18に常時噛み合う従動ギヤ20，21と、この従

動ギヤを回転自在に支持する回動部材19を有する動力切

換え装置であって、第一ギヤ8と第二ギヤ14との軸間距

離Ａを、従動ギヤ20，21が回動する途上において、従動

ギヤ20，21が第一ギヤ8と第二ギヤ14とに共に噛み合え

る長さに設定した。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 択 一 的 に 作 動 す る 第 一 機 構 （ 3） お よ び 第 二 機 構 （ 9） と
第 一 機 構 （ 3） に 連 結 さ れ た 第 一 ギ ヤ （ 8） と 、
第 二 機 構 （ 9） に 連 結 さ れ た 第 二 ギ ヤ （ 14） と 、
モ ー タ か ら の 回 転 が 伝 達 さ れ る 主 動 ギ ヤ （ 18） と 、
こ の 主 動 ギ ヤ に 常 時 噛 み 合 う 一 つ ま た は 二 つ の 従 動 ギ ヤ （ 20， 21） と 、
前 記 主 動 ギ ヤ と 同 軸 で 前 記 従 動 ギ ヤ を 回 転 自 在 に 支 持 す る 回 動 部 材 （ 19） と を 有 し 、
前 記 主 動 ギ ヤ の 回 転 方 向 の 切 換 え に 伴 い 回 動 部 材 を 回 動 さ せ て 、 該 従 動 ギ ヤ を 介 し て 前 記
第 一 ギ ヤ ま た は 第 二 ギ ヤ に 主 動 ギ ヤ の 回 転 を 択 一 的 に 伝 え る 音 響 機 器 の 動 力 切 換 え 装 置 に
お い て 、
　 前 記 第 一 ギ ヤ と 第 二 ギ ヤ と の 軸 間 距 離 （ Ａ ） を 、 前 記 従 動 ギ ヤ が 回 動 す る 途 上 に お い て
従 動 ギ ヤ が 第 一 ギ ヤ と 第 二 ギ ヤ と に 共 に 噛 み 合 え る 長 さ に 設 定 し た こ と を 特 徴 と す る 音 響
機 器 の 動 力 切 換 え 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 一 機 構 は 動 作 の 終 了 時 に 第 一 ギ ヤ の 回 転 を 禁 止 し 、 前 記 第 二 機 構 は 動 作 の 終 了 時
に 第 二 ギ ヤ の 回 転 を 禁 止 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 音 響 機 器 の 動 力 切 換 え 装
置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 二 機 構 は 、 動 作 が 終 了 し た と き 前 記 第 二 ギ ヤ の 回 転 を 禁 止 し た 位 置 に 保 持 す る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 音 響 機 器 の 動 力 切 換 え 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 主 動 ギ ヤ の 回 転 方 向 を 切 り 換 え る こ と に よ り 、 主 動 ギ ヤ に 噛 み 合 う 従 動 ギ ヤ
を 第 一 ギ ヤ ま た は 第 二 ギ ヤ に 択 一 的 に 噛 み 合 わ せ て 動 力 伝 達 の 切 換 え を 行 う 音 響 機 器 の 動
力 切 換 え 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 音 響 機 器 に あ っ て は 、 モ ー タ の 回 転 方 向 を 切 り 換 え る こ と で 自 動 的 に モ ー タ か ら の 動 力
伝 達 経 路 を 、 第 一 ギ ヤ ま た は 第 二 ギ ヤ に 択 一 的 に 切 り 換 え る こ と が 行 わ れ て い る 。 す な わ
ち 、 モ ー タ で 回 転 す る 主 動 ギ ヤ を 第 一 ギ ヤ と 第 二 の ギ ヤ と の 間 に 位 置 さ せ 、 こ の 主 動 ギ ヤ
に 常 時 噛 み 合 う 従 動 ギ ヤ を 回 動 部 材 に 支 持 し 、 主 動 ギ ヤ の 回 転 方 向 に 応 じ て 従 動 ギ ヤ を 回
動 部 材 と 共 に 回 動 さ せ て 、 第 一 ギ ヤ ま た は 第 二 ギ ヤ の い ず れ か 一 方 に 主 動 ギ ヤ の 動 力 を 択
一 的 に 伝 達 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 動 力 切 換 え 装 置 を こ の よ う に 構 成 す る と 、 モ ー タ の 回 転 方 向 を 切 り 換 え る だ け で 、 モ ー
タ の 動 力 を 第 一 ギ ヤ ま た は 第 二 ギ ヤ の い ず れ か 一 方 に 切 り 換 え る こ と が で き 、 動 力 切 換 え
装 置 の 簡 素 化 が 図 れ る 。 そ し て 、 例 え ば 、 CDプ レ ー ヤ で は 、 ピ ッ ク ア ッ プ 駆 動 用 の モ ー タ
の 回 転 を 、 第 一 機 構 と し て の ピ ッ ク ア ッ プ 駆 動 機 構 と 第 二 機 構 と し て の デ ィ ス ク の ロ ー デ
ン グ 機 構 と に 選 択 し て 動 力 切 換 え を す る こ と が 行 わ れ て い る 。 ま た 、 テ ー プ 駆 動 装 置 で は
、 テ ー プ 駆 動 用 の モ ー タ の 動 力 伝 達 を 、 一 対 の テ ー プ 巻 き 取 り リ ー ル に 選 択 し て 切 換 え る
こ と が 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
上 記 の 動 力 切 換 え 装 置 で は 、 主 動 ギ ヤ の 回 転 方 向 に 応 じ て 確 実 に 従 動 ギ ヤ を 回 動 部 材 と 共
に 回 動 さ せ る た め の さ ま ざ ま な 工 夫 が な さ れ て い る 。 例 え ば 、 従 動 ギ ヤ に ば ね 等 に よ り 軽
回 転 負 荷 を 与 え 、 こ の 従 動 ギ ヤ の 回 転 負 荷 で 回 動 部 材 に 回 動 力 を 与 え た り 、 主 動 ギ ヤ に 滑
り 摩 擦 を 伴 う 部 材 を 取 付 け て 、 こ の 部 材 の 回 転 力 で 回 動 部 材 に 回 動 力 を 与 え た り 、 従 動 ギ
ヤ が 回 動 部 材 と 共 に 回 動 を 開 始 し た と き 、 従 動 ギ ヤ を 基 板 に 固 定 さ れ る 固 定 ギ ヤ に 噛 み 合
わ せ た り し て い る 。
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【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ９ ８ ９ ０ ３ 号 公 報
【 非 特 許 文 献 １ 】 発 明 協 会 公 開 技 報 　 公 技 番 号 ９ １ － ７ ６ ０ ０
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ れ ま で の 動 力 切 換 え 装 置 で は 、 確 実 に 従 動 ギ ヤ を 回 動 部 材 と 共 に 回 動 さ せ る た め に 従 動
ギ ヤ や 主 動 ギ ヤ に 回 転 負 荷 を 与 え る 専 用 の 部 材 を 設 け る か 、 ま た は 従 動 ギ ヤ に 噛 み 合 う 固
定 ギ ヤ を 基 板 に 設 け る か を し て い る 。 し た が い 、 動 力 切 換 え 装 置 の 構 成 が 複 雑 化 す る と と
も に 、 動 力 伝 達 経 路 中 に 余 分 な 軽 回 転 負 荷 を 加 え る も の で あ っ た 。 ま た 、 従 動 ギ ヤ は 第 一
ギ ヤ か ら 完 全 に 離 反 し た 後 に さ ら に 回 動 を し て 第 二 ギ ヤ に 噛 み 合 う の で 、 動 力 切 換 え に 時
間 を 要 す る も の で あ っ た 。
本 発 明 は 、 音 響 機 器 に お い て 構 成 を 簡 素 化 で き 、 動 力 の 切 換 え が 直 ち に 行 え る 動 力 切 換 え
装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 に す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 第 一 の 発 明 は 、 音 響 機 器 の 動 力 切 換 え 装 置 に お い て 、 第 一 ギ ヤ の 回 転 を 受 取 っ て 作 動 す
る 第 一 機 構 と 、 前 記 第 二 ギ ヤ の 回 転 を 受 取 っ て 作 動 す る 第 二 機 構 と を 設 け 、 第 一 ギ ヤ と 第
二 ギ ヤ と の 軸 間 距 離 を 、 従 動 ギ ヤ が 回 動 す る 途 上 に お い て 従 動 ギ ヤ が 第 一 ギ ヤ と 第 二 ギ ヤ
と に 共 に 噛 み 合 え る 長 さ に 設 定 す る も の と し た 。
第 二 の 発 明 は 、 第 一 機 構 は 動 作 の 終 了 時 に 第 一 ギ ヤ の 回 転 を 禁 止 し 、 第 二 機 構 は 動 作 の 終
了 時 に 第 二 ギ ヤ の 回 転 を 禁 止 す る も の と し た 。
第 三 の 発 明 は 、 第 二 機 構 の 動 作 が 終 了 し た と き 、 第 二 機 構 が 第 二 ギ ヤ の 回 転 を 禁 止 し た 状
態 に 保 持 す る も の と し た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
第 一 の 発 明 で は 、 第 一 ギ ヤ と 第 二 ギ ヤ と の 回 転 抵 抗 を 回 動 部 材 の 回 動 力 に す る こ と が で き
る 。 ま た 、 従 動 ギ ヤ は 回 動 先 側 の ギ ヤ に 食 込 み 方 向 の 回 転 で 噛 み 合 う の で 、 回 動 部 材 は 回
動 先 の ギ ヤ か ら も 回 動 力 が 与 え ら れ る 。 こ の 結 果 、 回 動 部 材 は 格 別 な 部 材 を 設 け る こ と な
く 大 き な 回 動 力 が 与 え ら れ る 。 そ し て 、 従 動 ギ ヤ を 回 動 部 材 上 に 二 つ 並 べ て 設 け る と 、 第
一 ギ ヤ と 第 二 ギ ヤ と の 軸 間 距 離 を 大 き く 設 定 で き 、 設 計 に 自 由 度 を 与 え る こ と が で き る 。
第 二 の 発 明 で は 、 第 一 ギ ヤ お よ び 第 二 ギ ヤ を 動 作 終 端 で 強 制 的 に 停 止 さ せ た こ と で 、 回 動
部 材 は 主 動 ギ ヤ の 回 転 力 に よ る 回 動 力 が 与 え ら れ る 。
そ し て 、 第 三 の 発 明 で は 、 回 転 を 禁 止 さ れ た 状 態 に 保 持 さ れ た 第 二 ギ ヤ は 、 第 二 ギ ヤ の 歯
底 よ り 従 動 ギ ヤ の 歯 先 が 離 れ る と き 、 歯 底 を 従 動 ギ ヤ の 歯 先 に 向 け た 状 態 に 保 持 さ れ る 。
し た が い 、 逆 に 従 動 ギ ヤ の 歯 先 が 第 二 ギ ヤ に 接 近 す る と き 、 従 動 ギ ヤ の 歯 先 は ス ム ー ズ 第
二 ギ ヤ の 歯 底 に 嵌 り 込 む こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 音 響 機 器 の 動 力 切 換 え 装 置 は 、 第 一 ギ ヤ と 第 二 ギ ヤ と の 軸 間 距 離 を 、 従 動 ギ ヤ
が 回 動 す る 途 上 に お い て 従 動 ギ ヤ が 第 一 ギ ヤ と 第 二 ギ ヤ と に 共 に 噛 み 合 え る 長 さ に 設 定 し
た 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 の 音 響 機 器 を デ ィ ス ク 再 生 装 置 と し 、 こ の 機 器 に 使 用 し た 本 発 明 の 動 力 切 換 え 装 置
を 図 １ で 説 明 す る 。 図 １ に お い て 図 示 し な い 基 板 の 中 心 に デ ィ ス ク を 駆 動 す る タ ー ン テ ー
ブ ル モ ー タ 1が 配 置 さ れ る 。 デ ィ ス ク を 再 生 す る ピ ッ ク ア ッ プ 2は 、 ピ ッ ク ア ッ プ 駆 動 機 構
3（ 第 一 機 構 ） に よ り こ の タ ー ン テ ー ブ ル モ ー タ 1に 近 接 す る 位 置 か ら デ ィ ス ク の 外 周 に 向
け て 基 板 上 に 進 退 移 動 自 在 に 取 付 け ら れ て い る 。 ピ ッ ク ア ッ プ 駆 動 機 構 3は 、 ピ ッ ク ア ッ
プ 2を 支 持 す る 金 属 製 の ガ イ ド 軸 4と 、 こ の ガ イ ド 軸 4に 平 行 に 隣 接 し て 基 板 に 取 付 け ら れ
る 螺 旋 軸 5と で 構 成 さ れ る 。 こ の 螺 旋 軸 5に は 、 外 周 に 螺 旋 溝 5aが 形 成 さ れ る と と も に 一 端
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に ヘ リ カ ル ギ ヤ 6が 螺 旋 軸 5に 一 体 形 成 さ れ て い る 。 こ の ヘ リ カ ル ギ 6は 、 基 板 側 に 回 転 自
在 に 取 付 け ら れ た ヘ リ カ ル ギ ヤ 7に 噛 み 合 っ て お り 、 こ の 基 板 側 の ヘ リ カ ル ギ ヤ 7に 平 歯 の
第 一 ギ ヤ 8（ 第 一 ギ ヤ ） が 一 体 に 形 成 さ れ て い る 。 一 方 、 ピ ッ ク ア ッ プ 2に は 螺 旋 溝 5aに 弾
性 嵌 合 す る ば ね 部 材 （ 図 示 せ ず ） が 取 付 け ら れ る 。 こ の ば ね 部 材 は 、 螺 旋 軸 5の 回 転 に 伴
い ピ ッ ク ア ッ プ 2の 移 動 方 向 の 遊 び を 無 く し た 状 態 で の ピ ッ ク ア ッ プ 2を 進 退 移 動 さ せ る 。
ま た 、 ば ね 部 材 は 、 螺 旋 溝 5aに 弾 性 嵌 合 す る こ と で 螺 旋 軸 5を 介 し て 第 一 ギ ヤ 8の 回 転 を 制
動 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
前 記 基 板 の 一 側 面 側 に は 、 ス ラ イ ド 板 10が 進 退 自 在 に 配 置 さ れ て い る 。 こ の ス ラ イ ド 部 材
10は 、 図 示 し な い デ ィ ス ク ク ラ ン プ 機 構 や 基 板 ロ ッ ク 解 除 機 構 (第 二 機 構 9)を 作 動 さ せ る
。 そ し て 、 こ の ス ラ イ ド 板 10に 形 成 さ れ る ラ ッ ク 10aに は 、 基 板 に 回 転 自 在 に 支 持 さ れ る
ラ ッ ク ギ ヤ 11が 噛 み 合 っ て い る 。 こ の ラ ッ ク ギ ヤ 11は 、 大 小 径 ギ ヤ 12・ 13を 一 体 形 成 し た
第 二 ギ ヤ 14の 小 径 ギ ヤ 12に 常 時 噛 み 合 っ て い る 。 そ し て 、 こ の 第 二 ギ ヤ 14は 、 基 板 に 回 転
自 在 に 取 付 け ら れ て お り 、 第 二 ギ ヤ 14に 回 転 が 伝 達 さ れ る と 、 第 二 ギ ヤ 14の 回 転 方 向 に 応
じ て ス ラ イ ド 板 10を 進 退 移 動 さ せ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
第 一 ギ ヤ 8と 第 二 ギ ヤ 14と の 中 間 に は 、 主 動 ギ ヤ 18が 配 置 さ れ て い る 。 こ の 主 動 ギ ヤ 18は
、 駆 動 モ ー タ 15の 回 転 軸 に 取 付 け た ウ ォ ー ム 16に 噛 み 合 う ウ ォ ー ム ホ イ ル 17に 一 体 形 成 さ
れ て い る 。 そ し て 、 こ の 主 動 ギ ヤ 18の 支 持 軸 に 略 三 角 形 の 回 動 板 19（ 回 動 部 材 ） が 回 動 自
在 に 支 持 さ れ て い る 。 こ の 回 動 板 19に は 、 主 動 ギ ヤ 18に 常 時 噛 み 合 う 第 一 従 動 ギ ヤ 20と 第
二 従 動 ギ ヤ 22と が 回 転 自 在 に 取 付 け ら れ て い る 。 そ し て 、 第 一 従 動 ギ ヤ 20は 第 一 ギ ヤ 8に
噛 合 可 能 に 回 動 板 取 付 け ら れ る 。 ま た 、 第 二 従 動 ギ ヤ 21に は 、 小 ギ ヤ 22が 一 体 形 成 さ れ て
お り 、 こ の 小 ギ ヤ 22が 第 二 ギ ヤ 14の 大 径 ギ ヤ 13に 噛 合 可 能 と な る 。
そ し て 、 第 一 ギ ヤ 8と 第 二 ギ ヤ 21と の 軸 間 距 離 Aは 、 図 ４ に 示 す よ う に 第 一 お よ び 第 二 従 動
ギ ヤ 20・ 21が 回 動 す る 途 上 に お い て 、 小 ギ ヤ 22が 大 径 ギ ヤ 13に ま だ 噛 み 合 っ て い る と き に
、 第 一 従 動 ギ ヤ 20が 第 一 ギ ヤ 8に 噛 み 合 い を 開 始 す る 長 さ に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
前 記 回 動 板 19の 回 動 先 端 に は U字 溝 19ａ が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の U字 溝 19ａ に 一 端
部 23ａ を 嵌 め 込 ん だ 連 結 板 23が 中 心 軸 を 基 板 に 回 動 自 在 に 取 付 け ら れ て い る 。 こ の 連 結 板
23の 他 端 部 23ｂ は 、 ス ラ イ ド 板 10の 移 動 方 向 と 直 行 す る 方 向 に 進 退 移 動 自 在 な 連 動 板 24の
凹 部 24ａ に 係 合 し て い る 。 そ し て 、 回 動 板 19が 回 動 す る と 、 連 動 板 24は 回 動 板 19の 回 動 方
向 と は 逆 の 方 向 に 進 退 移 動 を す る 。 こ の 連 動 板 24の 一 端 に は 、 ス ラ イ ド 板 10に 形 成 さ れ る
L字 溝 10ｂ に 嵌 り 込 む ピ ン 24ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 連 動 板 24の 他 端 側 に は 、 L字 孔 24
ｃ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の L字 孔 24ｃ に は 、 ア ー ム 25の 一 端 に 形 成 さ れ る 軸 25ａ が 嵌 合 し
て い る 。 こ の ア ー ム 25は 、 中 央 を 基 板 に 回 動 自 在 に 支 持 さ れ 、 図 示 し な い ば ね に よ り 図 1
中 、 反 時 計 方 向 に 回 動 力 が 与 え ら れ て い る 。 こ の ア ー ム 25は 、 軸 25ａ が L字 孔 24ｃ の 長 孔 2
4ｄ に 嵌 合 し て い る と き と 、 ア ー ム 25の 他 端 25ｂ が ピ ッ ク ア ッ プ 2に 当 接 し て い る と き に 、
ば ね に よ る 反 時 計 方 向 の 回 動 が 禁 止 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
前 記 連 動 板 24の ピ ン 24ｂ は 、 ス ラ イ ド 板 10が 進 退 移 動 を し て い る 間 は L字 溝 10ｂ の 長 溝 10
ｃ に 嵌 合 し て 連 動 板 24の 移 動 を 禁 止 し て い る 。 そ し て L字 溝 10ｂ は 、 ピ ン 24ｂ が L字 溝 の 短
溝 10ｄ に 達 す る と 連 動 板 24の 右 方 の 移 動 を 許 容 す る 。 こ の 連 動 板 24の 右 方 へ の 移 動 が 許 容
さ れ る と 、 連 動 板 24は 連 結 板 23を 介 し て 回 動 板 19の 回 動 を 許 容 す る 。 す る と 回 動 板 19は 第
二 従 動 ギ ヤ 21を 第 二 ギ ヤ 14か ら 離 反 す る 方 向 に 回 動 で き る 。 一 方 、 連 動 板 24は 、 右 方 に 移
動 す る こ と で ア ー ム 25の 軸 25ａ が L字 孔 24ｃ の 長 孔 24ｄ の 終 端 に 達 す る 。 す る と 軸 25ａ は
、 L字 孔 24ｃ の 短 孔 24ｅ 内 に ば ね 力 で 嵌 り 込 む こ と が 可 能 に な る 。 ま た 、 回 動 板 19は 、 第
二 従 動 ギ ヤ 21を 第 二 ギ ヤ 14か ら 離 反 す る 方 向 に 回 動 す る と き 、 第 一 従 動 ギ ヤ 20を 第 一 ギ ヤ
8に 噛 み 合 わ せ る 。 そ し て 第 一 従 動 ギ ヤ 20が 第 一 ギ ヤ 8に 噛 み 合 っ て 駆 動 モ ー タ 15の 回 転 が
螺 旋 軸 5ま で 伝 達 さ れ る と 、 ピ ッ ク ア ッ プ 2は デ ィ ス ク の 外 周 に 向 け て 移 動 を 開 始 す る 。 こ
の ピ ッ ク ア ッ プ 2の 移 動 で ア ー ム 25の 他 端 25ｂ は ピ ッ ク ア ッ プ 2か ら 離 反 し 、 ア ー ム 25は 、
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ば ね 力 で 反 時 計 方 向 に 回 動 し て 、 軸 25ａ が 短 孔 24ｅ 内 に 嵌 め 込 ま れ る 。 す る と 連 動 板 24は
、 ア ー ム 25に よ り 移 動 が 禁 止 さ れ る 。 こ れ に よ り 回 動 板 19は 、 第 一 従 動 ギ ヤ 20と 第 一 ギ ヤ
8と の 噛 合 い 状 態 を 維 持 し た 状 態 に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 実 施 例 に よ る 動 力 切 換 え 装 置 の 動 作 を 図 １ か ら 図 ６ に 亘 っ て 説 明 す る 。 図 １ で は 、 駆 動
モ ー タ 15の 回 転 が ウ ォ ー ム 16か ら ウ ォ ー ム ホ イ ル 17を 介 し て 主 動 ギ ヤ 18を 時 計 方 向 に 回 転
す る 方 向 に 伝 わ っ て い る 。 そ し て 、 主 動 ギ ヤ 18の 回 転 は 第 二 従 動 ギ ヤ 21と 一 体 の 小 ギ ヤ 22
を 介 し て 第 二 ギ ヤ 14に 伝 わ り 、 第 二 ギ ヤ 14を 時 計 方 向 に 回 転 さ せ る 。 す る と 第 二 ギ ヤ 14の
回 転 が ラ ッ ク ギ ヤ 11に 伝 わ っ て 、 ラ ッ ク ギ ヤ 11は ス ラ イ ド 板 10を 図 １ 中 矢 印 の 方 向 に 移 動
さ せ る 。 一 方 、 回 動 板 19は 、 主 動 ギ ヤ 18が 時 計 方 向 に 回 転 す る こ と で 時 計 方 向 の 回 動 力 が
与 え ら れ る 。 し か し 、 連 動 板 24の ピ ン 24ｂ が L字 溝 10ｂ の 長 溝 10ｃ に 嵌 合 し て 連 動 板 24の
移 動 が 禁 止 さ れ て い る の で 、 回 動 板 19は 第 二 従 動 ギ ヤ 21と 第 二 ギ ヤ 14と の 回 転 伝 達 状 態 を
保 っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
一 方 、 ス ラ イ ド 板 10が 矢 印 方 向 に 移 動 す る こ と に よ り 、 図 示 し な い デ ィ ス ク ク ラ ン プ 機 構
や 基 板 ロ ッ ク 解 除 機 構 が 作 動 し て 基 板 の ロ ッ ク が 解 除 さ れ る 。 す る と デ ィ ス ク は 、 デ ィ ス
ク ク ラ ン プ 機 構 に よ り タ ー ン テ ー ブ ル に 保 持 さ れ る 。 （ 第 二 機 構 9の 動 作 終 了 ） そ し て 、
図 ２ に 示 す よ う に ス ラ イ ド 板 10が 移 動 終 端 に 達 す る と 、 連 動 板 24の ピ ン 24ｂ が L字 溝 10ｃ
の 終 端 に 達 し て ス ラ イ ド 板 10は さ ら な る 移 動 が 禁 止 さ れ る 。 こ の ス ラ イ ド 板 10の 移 動 禁 止
で ラ ッ ク ギ ヤ 11か ら 駆 動 モ ー タ 15に 達 す る ま で の 動 力 伝 達 は 強 制 的 に 停 止 さ れ る 。 す な わ
ち 、 第 二 機 構 9は 動 作 の 終 了 時 に 第 二 ギ ヤ 14の 回 転 を 禁 止 す る 。 す る と 回 動 板 19は 、 主 動
ギ ヤ 18の 回 転 力 に よ る 時 計 方 向 の 回 動 力 が 与 え ら れ る 。 一 方 、 ピ ン 24ｂ は L字 溝 10ｂ の 短
溝 10ｄ に 嵌 合 す る こ と か ら 、 連 動 板 24は 図 中 右 方 へ の 移 動 が 許 容 さ れ 、 連 動 板 24は 連 結 板
23を 介 し て 回 動 板 19の 時 計 方 向 の 回 動 を 許 容 す る 。 そ し て 、 回 動 板 19は 図 ３ に 示 す よ う に
時 計 方 向 へ の 回 動 を 開 始 す る 。 一 方 、 ス ラ イ ド 板 10は 、 ピ ン 24ｂ が L字 溝 10ｂ の 短 溝 10ｄ
に 嵌 合 す る こ と で 進 退 移 動 が 禁 止 さ れ 、 こ れ に 伴 い 第 二 ギ ヤ 14（ 大 径 ギ ヤ 13） の 回 転 も 禁
止 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ４ は 、 回 動 板 19が 時 計 方 向 の 回 動 を 開 始 し た と き の 状 態 を 拡 大 し て 示 し 、 小 ギ ヤ 22の 歯
先 22ａ と 大 径 ギ ヤ 13の 歯 先 13ａ と は 、 ま だ 噛 み 合 い の 状 態 が 継 続 し て い る 。 一 方 、 こ の と
き 既 に 第 一 従 動 ギ ヤ 20の 歯 先 20ａ は 、 第 一 ギ ヤ 8の 歯 先 8ａ と の 噛 み 合 い を 開 始 し て い る 。
ま た 、 こ の と き 回 転 が 禁 止 さ れ て い る 大 径 ギ ヤ 13の 回 転 位 置 は 、 小 ギ ヤ 22の 歯 先 22ａ が 大
径 ギ ヤ 13の 歯 底 13ｂ に 対 向 し た 状 態 に 保 た れ て い る 。 す な わ ち 、 小 ギ ヤ 22は 、 歯 先 22ａ が
大 径 ギ ヤ 13の 歯 底 13ｂ に 対 向 し た 状 態 で 大 径 ギ ヤ 13か ら 離 れ て 行 く こ と に な る 。 し た が い
、 こ の 動 き と は 逆 に 、 回 動 板 19が 反 時 計 方 向 に 回 動 を す る と き は 、 小 ギ ヤ 22の 歯 先 22ａ を
大 径 ギ ヤ 13の 歯 底 13ｂ に ス ム ー ズ に 嵌 合 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
一 方 、 第 一 ギ ヤ 8は 、 螺 旋 軸 5の 回 転 が ピ ッ ク ア ッ プ 2の ば ね 部 材 に よ り 制 動 を 加 え ら れ て
い る の で 、 ヘ リ カ ル ギ ヤ 6・ 7同 士 の 噛 み 合 い に よ り 第 一 ギ ヤ 8も 回 転 が 禁 止 さ れ て い る 。
こ の 第 一 ギ ヤ 8の 回 転 が 禁 止 さ れ る 状 態 は 、 ピ ッ ク ア ッ プ 2が デ ィ ス ク 再 生 を 開 始 す る 初 期
位 置 と な っ て い る 。 し た が い 、 第 一 ギ ヤ 8に 接 近 す る 第 一 従 動 ギ ヤ 20の 歯 先 20ａ が 第 一 ギ
ヤ 8の 歯 底 8ｂ に 対 向 す る よ う に 、 第 一 ギ ヤ 8の 回 転 停 止 位 置 を 予 め 設 定 さ れ て い れ ば 、 第
一 従 動 ギ ヤ 20と 第 一 ギ ヤ 8と は 歯 先 同 士 が 当 接 す る こ と な く 、 ス ム ー ズ な 噛 み 合 い を 開 始
す る こ と が で き る 。 そ し て 、 小 ギ ヤ 22の 歯 先 22ａ が 大 径 ギ ヤ 13の 歯 先 円 か ら 離 反 し た と き
、 第 一 従 動 ギ ヤ 20は 反 時 計 方 向 の 回 転 を 開 始 す る 。 す な わ ち 、 小 ギ ヤ 22の 歯 先 22ａ が 大 径
ギ ヤ 13の 歯 先 円 か ら 離 反 す る と 直 ぐ に 回 転 伝 達 の 状 態 の 切 換 え が 行 わ れ る 。
こ の 第 一 従 動 ギ ヤ 20の 反 時 計 方 向 の 回 転 は 、 第 一 ギ ヤ 8に 対 し 、 い わ ゆ る 食 付 き 方 向 の 回
転 と な り 、 第 一 ギ ヤ 8の 回 転 抵 抗 は 回 動 板 19を 時 計 方 向 に 向 け て 回 動 さ せ る 方 向 に 作 用 す
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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そ し て 図 ５ に 示 す よ う に 、 さ ら に 回 動 板 19が 終 端 ま で 回 動 す る と 、 第 一 従 動 ギ ヤ 20は 第 一
ギ ヤ 8に 正 常 に 噛 み 合 っ た 状 態 に な る 。 こ の と き 小 ギ ヤ 22の 歯 先 円 と 大 径 ギ ヤ 13の 歯 先 円
と の 間 隔 は 、 歯 車 の 歯 の た け 寸 法 よ り 小 さ い 値 に な る よ う に 、 第 一 ギ ヤ と 第 二 ギ ヤ と の 軸
間 距 離 Aが 設 定 さ れ て い る 。 一 方 、 回 動 板 19の 回 動 に よ り 連 動 板 24は 右 方 に 移 動 し た 状 態
に な り 、 ア ー ム 25の 軸 25ａ を 短 孔 24ｅ に 対 向 さ せ て い る 。 そ し て 、 第 一 ギ ヤ 8が ヘ リ カ ル
ギ ヤ 7・ 6を 介 し て 螺 旋 軸 5を 回 転 さ せ る と 、 ピ ッ ク ア ッ プ 2が タ ー ン テ ー ブ ル モ ー タ 1か ら
離 反 す る 方 向 に 移 動 す る 。 こ の ピ ッ ク ア ッ プ 2の 移 動 で 、 ア ー ム 25の 他 端 25ｂ は 、 ピ ッ ク
ア ッ プ 2と の 当 接 が 解 除 さ れ 、 図 ６ に 示 す よ う に ば ね 力 で 反 時 計 方 向 に 回 動 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ の 図 ６ は デ ィ ス ク の 再 生 が 行 わ れ て い る 状 態 を 示 し 、 前 記 の よ う に ア ー ム 25が 反 時 計 方
向 に 回 動 す る と 軸 25ａ は L字 孔 24ｃ の 短 孔 24ｅ 内 に 嵌 合 し て 連 動 板 24の 左 右 方 向 の 移 動 を
禁 止 す る 。 こ の 結 果 、 デ ィ ス ク の 再 生 が 行 わ れ て い る と き も 回 動 板 19の 回 動 は 禁 止 さ れ 、
第 一 従 動 ギ ヤ 20と 第 一 ギ ヤ 8と は 噛 み 合 い 状 態 が 保 た れ る 。 そ し て 、 駆 動 モ ー タ 15の 回 転
方 向 が 切 換 っ て も 、 ピ ッ ク ア ッ プ 2が 初 期 位 置 に 戻 る ま で は こ の 噛 み 合 い 状 態 は 保 た れ る
。 そ し て 、 ピ ッ ク ア ッ プ 2が 初 期 位 置 に 戻 る と 、 ピ ッ ク ア ッ プ 2の 移 動 は 強 制 的 に 停 止 さ れ
る 。 (第 一 機 構 の 動 作 終 了 )こ の と き 螺 旋 軸 5の 回 転 は 、 ピ ッ ク ア ッ プ 2に よ り 強 制 的 に 停 止
さ れ る 。 一 方 、 ピ ッ ク ア ッ プ 2は 、 ア ー ム 25の 軸 25ａ を 短 孔 24ｅ 内 か ら 離 脱 さ せ て 回 動 板 1
9の 反 時 計 方 向 の 回 動 を 許 容 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の 結 果 、 螺 旋 軸 5の ヘ リ カ ル ギ ヤ 6に 連 結 す る 第 一 ギ ヤ 8も 強 制 的 に 回 転 が 停 止 さ れ る 。
す な わ ち 第 一 機 構 3は 、 動 作 終 了 時 に は 第 一 ギ ヤ 8の 回 転 を 禁 止 す る 。 す る と 、 第 一 ギ ヤ 8
に 噛 み 合 う 第 一 従 動 ギ ヤ 20の 回 転 が 停 止 さ れ る こ と で 、 回 動 板 19は 主 動 ギ ヤ 18の 回 転 力 で
反 時 計 方 向 に 回 動 を 開 始 す る 。 そ し て 、 図 ４ に 示 す よ う に 第 一 ギ ヤ 8の 歯 先 8ａ と 第 一 従 動
ギ ヤ 20の 歯 先 20ａ と が ま だ 噛 み 合 っ て い る 状 態 の と き 、 小 ギ ヤ 22の 歯 先 22ａ は 大 径 ギ ヤ 13
の 歯 底 13ｂ に 嵌 合 し て 小 ギ ヤ 22と 大 径 ギ ヤ 13と の 噛 み 合 い を 開 始 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
本 実 施 例 で は 、 第 一 機 構 3と 第 二 機 構 9と が 離 れ た 位 置 に あ る の で 、 第 一 ギ ヤ 8と 第 二 ギ ヤ 1
4と の 軸 間 距 離 Aが 大 き く な っ た た め 、 回 動 板 19に 第 一 お よ び 第 二 従 動 ギ ヤ 20・ 21を 設 け た
。 し か し 、 こ の 実 施 例 の 構 成 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 第 一 ギ ヤ と 第 二 ギ ヤ と の 軸 間 距
離 が 短 く 設 定 で き る の で あ れ ば 、 従 動 ギ ヤ は 一 つ で も よ い 。
ま た 、 第 一 ギ ヤ 8ま た は 第 二 ギ ヤ 14の 一 方 に 動 力 が 伝 達 さ れ て い る と き に 主 動 ギ ヤ 18の 回
転 方 向 を 切 り 換 え た 場 合 、 従 動 ギ ヤ は 、 回 動 の 途 中 に お い て 第 一 機 構 3を 作 動 す る 第 一 ギ
ヤ 8と 、 第 二 機 構 9を 作 動 す る 第 二 ギ ヤ 14と の 二 つ の ギ ヤ を 回 転 さ せ る 。 こ の 場 合 、 回 動 板
19の 回 動 力 に は こ の 二 つ の ギ ヤ の 回 転 抵 抗 が 作 用 す る 。 こ の 結 果 、 格 別 な 部 材 を 設 け る こ
と な く 回 動 板 の 回 動 力 を 得 る こ と が で き る 。 し か も 主 動 ギ ヤ や 従 動 ギ ヤ に 軽 回 転 負 荷 を 与
え な い の で 、 回 転 伝 達 ロ ス を 無 く す こ と が で き る 。
ま た 、 本 実 施 例 で は 、 第 二 ギ ヤ 14と 第 二 従 動 ギ ヤ 21と を 大 小 径 ギ ヤ を 有 す る 二 段 ギ ヤ と し
た が 、 こ れ に 限 定 さ れ ず 一 段 の ギ ヤ で あ っ て も よ い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 実 施 例 で は 、 本 発 明 の 音 響 機 器 の 動 力 切 換 え 装 置 を デ ィ ス ク 再 生 装 置 に 使 用 し て 説 明
し た が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 VTR等 の テ ー プ 巻 取 り リ ー ル の 回 転 切 換 え 機 構
に も 利 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 音 響 機 器 の 動 力 切 換 え 装 置 を 示 す 平 面 図 。
【 図 ２ 】 第 二 機 構 の 動 作 が 終 了 し た と き の 状 態 を 示 す 平 面 図 。
【 図 ３ 】 従 動 ギ ヤ が 第 一 ギ ヤ と 第 二 ギ ヤ と の 共 に 噛 み 合 っ た と き の 状 態 を 示 す 平 面 図 。
【 図 ４ 】 従 動 ギ ヤ が 第 一 ギ ヤ と 第 二 ギ ヤ と の 共 に 噛 み 合 っ た 状 態 を 示 す 拡 大 平 面 図 。
【 図 ５ 】 第 一 機 構 が 動 作 を 開 始 す る 前 の 状 態 を 示 す 平 面 図 。
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【 図 ６ 】 第 一 機 構 が 動 作 を 開 始 し た 後 の 状 態 を 示 す 平 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 　 ３ 　 　 　 第 一 機 構
　 ８ 　 　 　 第 一 ギ ヤ
　 ９ 　 　 　 第 二 機 構
１ ４ 　 　 　 第 二 ギ ヤ
１ ８ 　 　 　 主 動 ギ ヤ
１ ９ 　 　 　 回 動 部 材 （ 回 動 板 ）
２ ０ 　 　 　 第 一 従 動 ギ ヤ
２ １ 　 　 　 第 二 従 動 ギ ヤ

【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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